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議題３
藤沢市の交通の方向性について

資料３
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 前回会議での主なご意見

【意見】

議題２：藤沢市の将来交通像について

急速なライフスタイルの変化により、外出しなくなった現状をどう計画に反
映するのか。
テレワーク対応として、自宅から駅まで食事に行くなど、短いトリップを増
やす施策を考えることも大切。
また、外出しない人を対象とするのか、外出している人の外出を促すのかと
いうことにも注意すること。

藤沢市の都市像の軸は、働きながら暮らしやすいに替わりつつあるのかもし
れない。

「地域特性」の視点は、要素（“交流”“連携”“健康”“いきいき”）が
多すぎる。細分化が必要ではないか。

生活の質、暮らしの質（豊かな暮らし）に向けた施策が増えるはずなので、
考慮いただきたい。

“自動車に過度に頼らない（都市マス）”の内容が、将来像等にブレイクダ
ウンされていない。
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① 上位計画「都市マスタープラン」の整理

将来都市像『自立するネットワーク都市』

将来都市像を実現する都市構造の５つの要素

１ 『交通体系』…交流・連携の骨格

２ 『都市拠点』…交流の場

３ 『自然空間体系』…自然環境、地形

４ 『市街地構成』…都市活動・産業活動の舞台

５ 『地区の構成と地区拠点』…市民の身近なまちづくりの単位

「藤沢市都市マスタープラン」＝藤沢市の都市計画に関する基本的な方針
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② 改定に向け考慮すべき内容（暮らし像の変化）

Well-being（幸福・暮らしやすさ）が国の定めるあらたな指標となっている。

豊かに暮らす・過ごしてもらうための視点が重要（前回会議でのご指摘）。

 「令和３年度 市政運営の総合指針 2024 に関する市民意識調査」からも暮らしやすさに
関する内容が重要となっていることが確認できる。



Copyright © Fujisawa City Office,All rights Reserved. 

Fujisawa City
藤沢市 藤沢市の新交通計画の方向性 4

③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画策定時以降の新たな視点）

４．物流対策の必要性の高まりへの対応

３．移動の質の変化への対応

２．テレワーク・Eコマースの進展への対応

５．新技術の進展への対応（自動運転･空飛ぶクルマ等）

１．地区ごとに異なる交通特性への対応
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③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

１．地区ごとに異なる交通特性への対応１．地区ごとに異なる交通特性への対応

人口動態や公共交通の利用実態や利用しやすさ等が地区で異なる

各地域の特色・課題に対応した交通体系の整備が必要

A地域
人口密度：中～高 駅端末交通手段：「徒歩」主体
私事移動時の主な交通手段：「徒歩」「自動車」「鉄道」「自転車」主体
重要度：「歩道の歩きやすさについての満足度」の重要度が高い など

B地域
人口密度：低～中 駅端末交通手段：「バス」主体
私事移動時の主な交通手段：「自動車」「徒歩」「自転車」主体
重要度：「公共交通の利用についての満足度」の重要度が高い など

C地域

人口密度：低 駅端末交通手段：「バス」「自動車」主体
私事移動時の主な交通手段：「自動車」主体
重要度：「公共交通の利用についての満足度」の重要度が高い など
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③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

２．テレワーク・Eコマースの進展への対応

テレワークやEコマースにより移動しなくても目的を達成できるようになった

15% 23% 46%

1%

3%12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ネット通販・宅配

増えた やや増えた 変わらない やや減った 減った 未回答

約４割がネット通販・宅配
の利用頻度が増えたと回答

ネット通販・宅配の利用頻度の変化
出典）令和4年度交通に関する市民意識調査（速報）

65% 28% 7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出勤のみ テレワークを活用 その他・不明

テレワークの実施状況及び今後の見通し
出典）令和4年度交通に関する市民意識調査（速報）

約３割がテレワーク
を活用

出勤が増える 変わらない
テレワークが

増える
わからない 不明

2.5% 90.4% 1.4% 4.3% 1.4%

基本的に出勤だが、
不定期にテレワークを利用

12.9% 75.8% 6.5% 4.8% 0.0%

出勤中心（50％以上）で、
定期的にテレワークを併用

35.9% 48.7% 12.8% 2.6% 0.0%

テレワーク中心（50％以上）で、
定期的に出勤を併用

22.6% 50.9% 11.3% 13.2% 1.9%

テレワーク（自宅就業を含む）
（ほぼ 100％）

5.6% 63.9% 11.1% 19.4% 0.0%

7.1% 78.3% 3.8% 5.8% 5.0%

出勤のみ

テ

レ

ワ
ー

ク

を

活

用

合計

出勤が増えるとの回答も
あるが、以前の出勤状況
に、完全には戻らない

コロナ後における出勤状況の変化
出典）令和4年度交通に関する市民意識調査（速報）

テレワーク・Eコマースは、生活の充実・時間のゆとりが増えるなどWell-being
につながるものであり余暇活動の活発化につながる
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３．移動の質の変化への対応

 年齢構成割合の変化等により、「通勤」目的の移動が減少し、「私事」目的の
移動が増加。

 将来予想においても「移動総量」自体は減らない予想。移動時間の短い「私
事」目的の移動が増加する予想であることから、将来的に移動時間が短い短距
離の移動が増加。

③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

出典）令和３年藤沢市将来需要推計

【現在＋将来】シナリオ・目的別トリップ数の比較
（単位：ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ）(T.E)

現況 将来（現況トレンド） 将来（テレワーク進展）

私事活動が増加

移動総量は横ばい

非高齢 高齢

私事活動は
移動時間が短い
（短距離の移動）
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③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

 「私事」目的の移動は、市内の移動（地元生活圏）が多い傾向

 しかし、超高齢化の進展やテレワークの進展等に伴う余暇時間の増加は、「趣
味」・「人々の交流」等の時間の増加など「私事」活動の多様化につながる

 「地元生活圏」の移動の増加に対応するため身近な移動を担う交通モードが必要
 「私事」活動の多様化は、多様な移動を生み、多様な移動を支えることが必要

 必要なときに必要な移動をするため、年齢に関わらず移動するための自家用車に
依拠しない交通体系の整備が必要

３．移動の質の変化への対応

18%

21%

15%
12%

10%

9%

7%
6%

出典）社会生活基本調査
生活時間及び生活行動に関する結果
（令和３年・総務省統計局）

地区内 市内
（地区内々以外）

小計(市内) 市外

全年齢 19.1% 51.1% 70.2% 29.8%

非高齢 21.2% 46.7% 68.0% 32.0%

高齢 18.1% 53.0% 71.1% 28.9%

私事移動の目的地の比率（市内発のトリップを集計）

出典）東京都市圏パーソントリップ調査（平成30年）

「私事」活動が多様化市内への移動が７割
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４．物流対策の必要性の高まりへの対応

藤沢市の新交通計画の方向性 9

③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

 物流の効率化は、市民のWell-beingにつながるもの。脱炭素にもつながる。

 物流業界での物流効率化の取組は進むが、行政としても物流のラストワンマイ
ルを中心に物流効率化に向けた取組が必要である。

 Eコマースの普及等によりBtoC、BtoBともに市場規模が増加傾向。
 宅配便取扱量は８年前との比較で約1.5倍に増加。コロナ下で急激に増加。
 BtoCでは物流のラストワンマイル（消費者に届く部分）が課題とされている。今後、さ

らなる物流への負荷が予想される。

 物流業界としてもエンドユーザー側に配送拠点を作ることでラストワンマイルを縮める
ことや、再配達を減らす等の目的で多様な受け取り方法の提供などを実施。

BtoC－EC市場規模の経年推移（単位：億円）
宅配便取扱量の推移
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③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

 自動運転化の実現により免許非保有者の移動や運転手不足の課題等に対応
 空飛ぶクルマによりインフラ不要で自由な移動が実現

 技術開発・法整備の課題や、現在の移動形態からの移行期間を要すると考えられ、
これらの実現は超長期的にみる必要があり先を見通せない。

●自動運転レベルのイメージ

レベル１（操作主体：人） ：運転支援
レベル２（操作主体：人） ：特定の条件下での自動運転機能

レベル３（操作主体：システム） ：条件付き自動運転
レベル４（操作主体：システム） ：特定の条件下における完全自動運転

レベル５（操作主体：システム） ：完全自動運転 （※時期未定）

一般道

高速道路・
特定条件下

実現範囲（2030年頃）

※自動運転レベル２:衝突被害軽減ブレーキ、ペダル踏み間違い時加速抑制装置などの先進運転支援システム
(ADAS)の実装

※本市をはじめ、全国で自動運転技術の実証事件が行われているが、いずれも特定条件・特定ルートの走行に
限定（エリアを限定しない完全自動運転は、法整備・インフラ整備を踏まえた超長期な視点が必要）

自動運転技術の動向
出典）官民 ITS 構想・ロードマップより整理

５．新技術の進展への対応（自動運転技術、空飛ぶクルマ等）

 新計画の計画期間内では、いつか実現する社会に向けて環境整備を徐々に行って
いく視点を盛り込む。
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出典）茨城県境町

出典）藤沢市

出典）日の丸自動車株式会社

出典）Panasonicホームページ

出典）OpenStreet株式会社

出典）株式会社Luup

出典）日産自動車株式会社

出典）パーク24株式会社

出典）トヨタ自動車株式会社

出典）国土交通省

出典）(一社)JCoMaaSホームページﾞ

社
会
実
装
時
期
の
イ
メ
ー
ジ

短期
～

中期
シェアサイクル ＥＶカーシェア デマンド型

乗合タクシー
超小型モビリティ

グリーンスローモビリティ

電動キックボード ＭａａＳ ＩＣＴ対応
パークアンドライド

無人宅配ロボ

空飛ぶクルマ
(eVTOL（電動垂直離着陸機)）

自動運転バス
自動運転車

限定的な場面での
活用にとどまる

ソフト・ハードで全国的
な動向に注視

長期
～

超長期

出典）本田技研工業株式会社

航空法
の範疇

計画改定の中でも、
施策として検討

③ 改定に向け考慮すべき内容（現行計画以降の新たな視点）

５．新技術の進展への対応（自動運転技術、空飛ぶクルマ等）



Copyright © Fujisawa City Office,All rights Reserved. 

Fujisawa City
藤沢市 藤沢市の新交通計画の方向性 12

〇 将来交通像（案）

 人口減少・超高齢化や技術の進展だけでなく、コロナ禍により、人の
移動が劇的に変化した中で、藤沢市の都市の活力を維持していくため
に、都市拠点を結ぶ骨格的な交通網の形成をめざします。

 また、超高齢化や働き方・ライフスタイルの変化によって、通勤・通
学の減少が想定され、横浜・川崎や東京方面への移動が減少し、市内
で完結する移動が増加することが考えられます。したがって、都市拠
点だけでなく、地区拠点や幹線系のバスへのアクセス性を高め、だれ
もが、いつでも、どこにでも多様な手段で自由に移動でき、過度に車
に頼ることなく住み慣れた地域で、健康で幸せに暮らし続けることの
できる総合交通体系の実現をめざします。

（仮）自由な移動がもたらす健幸都市 ふじさわ
-マルチモーダルでつなぐ 人・モノ・みらい-
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〇 重要視する視点の整理

地元生活圏における生活のための移動（買い物・医
療・行政手続き） 末端の物流 等

余暇活動における移動（趣味、人との交流）、外出
促進による健康寿命の延伸 等

最寄りの都市拠点までの移動、産業・観光振興、市
外への移動、都市拠点の回遊性・物流 等

環境保全、脱炭素、自然との共生 等

防災、災害に対する強靭性、バリアフリー、交通安
全 等

暮らし

健康･幸福

都市活力

環境

安全･安心
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重要視する
５つの視点 対応するＳＤＧｓのゴールとターゲット

暮らし

健康・幸福

都市活力

環境

安全・安心
・交通事故
死傷者半減

・持続可能
かつ強靭な
インフラの
開発

・再エネの割合拡大
・エネルギー効率の改
善率倍増

・気候変動対策を政策、
戦略及び計画に盛り込
む

・持続可能かつ強靭なインフ
ラの開発

・緑地や公共スペースへのアクセスを提供する
・持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する

・住宅や基本的サービスへのアクセスを確保改善する

・交通の安
全性改善

・災害に対す
る強靭性と適
応能力を強化

・持続可能な輸送システムへのアクセ
スを提供する
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〇 将来交通像（案）

【めざす交通体系】
自家用車に依存しなくても、徒歩・自転車・公共交通・

シェアモビリティ等で生活に必要な日用品の買い物、医療
機関の受診、行政手続き等ができる最寄りの地区拠点まで
容易に移動でき、日々の生活を支える交通体系を目標とし
ます。

暮らし 【生活を支える交通まちづくり】

病

院
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〇 将来交通像（案）

健康・幸福 【体も心も豊かにする交通まちづくり】

【めざす交通体系】
余暇時間で行うスポーツ・観光など個人の趣味嗜好による

活動や食事会など交流を伴う活動といった、多様な活動場
所まで、必要なときに必要な移動ができ、その結果、外出
が促進され、生活の質をより向上させる、健康で幸せに暮
らせる交通体系を目標とします。
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〇 将来交通像（案）

【めざす交通体系】
「藤沢駅」、「辻堂駅」、「湘南台駅」をはじめとする最

寄りの都市拠点周辺や、東京都心や横浜方面、広域的な交
通網への人・モノのアクセス性が高く、都市拠点内の回遊
性や交通結節機能を高め、本市の活力となる賑わいを生み
出す交通体系を目標とします。

都市活力 【活力と賑わいを生み出す交通まちづくり】
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〇 将来交通像（案）

【めざす交通体系】
環境負荷の低い交通モードの選択肢が増え、自家用車から

の転換が進むとともに、環境にやさしい自動車の普及やグ
リーンインフラの導入など、交通全体としてカーボン
ニュートラルの実現に向けた環境負荷の低い交通体系を目
標とします。

環境 【自然と調和する環境負荷の低い交通まちづくり】
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〇 将来交通像（案）

【めざす交通体系】
災害に備えた強靭な交通環境を整備するとともに、日常の

安心な移動を実現するための交通安全への取組や、交通施
設のバリアフリー化等を進め、誰もが安全・安心に移動で
きる交通環境を目標とします。

安全・安心 【人にやさしく災害に強い交通まちづくり】


